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        えがなかちゃん  №10 

 －笑顔 ・なかま・チャレンジー 校長 加地孝昌 

 

 
 

 
 
 

 

 

 
 

水（川・海）の事故に気を付けてください 
国土交通省、農林水産省から、川・海での事故防止を呼び掛ける 

パンフレットが届きました。ここ最近、ゲリラ豪雨的な雨が降ってもいま 

す。※命に関わる重要なことがまとめられています。ご一読いただき、 

お子さんと命を守る行動について話し合っていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近の雨は一気

に降ることが多

く、用水路や川

の水かさが一気

に増えます。と

ても危険です。  

 子どもだけで川や

海にいくことのない

ように声掛けをお願

いします。  

また、お子さんと

一緒に川や海に行っ

た場合は、お子さん

から目を離さないよ

うにお願いします。  

ライフジャケット

の着用も呼び掛けら

れています。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事故０」で楽しい夏休みに！ 

私も川や海で遊んだことがあり、楽しい思い出がたくさんあります。別子小学校で

勤務していた時には、魚つかみ大会という行事で、銅山川に潜り、アメゴやマスを

捕まえました。海では、筏を作り、筏に乗って遊んだこともいい思い出です。しかし、

振り返ってみると、川では、流れの急な場所で足を取られたり、苔で滑ったりしたこ

ともあり、海では、泳いでいるときに海水を飲んでむせ返ったりした経験もあります。

安全には十分に気を付け、油断せず、いろいろな遊びを楽しんでほしいと思います。 

 

※再度の確認をお願いします 「いかのおすし」 
６月から不審者情報が続き、不安な思いの保護者の方も多いと思います。 

再度、「いかのおすし」について、お子さんと話してください。 

「ついていかない。車にのらない。おおごえを出す。すぐにげる。しらせる。」 

 実際、そのような場面では怖くて声が出ないこともあるかとも思います。その 

ような場合は、とにかく｢にげる｣。そのことをお話しください。逃げるのに家  

が遠い場合は、「どこの家でもかまわないから家の敷地に入り、大人に  

知らせる。地域の人は守ってくれる。」と話していただいたらと思います。 
  

 昨年度の学校便り

でも書きましたが、私

（加地）も、寒川海水

浴場で、親の見ている

わずか数メートル先

で、子どもが溺れてい

るのを私の友人が気

付き、助けたことがあ

りました。左の例のよ

うに、「海面を叩いて

いる」のを、親は、泳

いでいると思ってい

たようです。  

消防署の方に聞く

と、「静かに沈む」こ

ともあり、その方が気

付きにくく怖いとも

話されていました。  

お子さんの様子の

把握をお願いします。 

  

  


